
ICTの全面的な活用、規格の標準化、
施工時期の標準化等の施策を建設現場に導入することによって、
建設現場のプロセス全体の最適化を図る取り組。

以下の①～⑤の全ての段階でICT施工技術を活用すること
自社所有地上型

点群処理（専用ソフトPC画面） レーザースキャナー

自社所有の地上型レーザースキャナーで
測量

若手技術者が一部内製化に取り組ん
でいます ３次元設計データ

MC０．７ｍ3級バックホー

掘削工にMC（マシンコントロール）０．７ｍ3
級バックホー２台、盛土工法面整形にMC
（マシンコントロール）０．７ｍ3級法面バケット仕様 エブリデイドローンで３次元化管理

バックホー１台、敷均しにはMC９ｔ級ブルドーザーを１台
転圧（締固め）には１１ｔ級振動ローラを１台

MC９ｔ級ブルドーザー

出来形ヒートマップ

自社所有の地上型レーザースキャナーで
出来形管理
品質管理（締固め度）はＴＳ・ＧＮＳＳを用いた
盛土の締固め管理

現場の臨場確認を机上で確認する事で受発注者の負担を低減し
工程短縮

現場事務所

～工事スタッフ紹介～ 〒３７７－１５２４
群馬県吾妻郡嬬恋村鎌原１０５３－１２７６９

TEL　０５０－５３７０－５１１３
FAX　０５０－５３７０－５１１４

（株）山藤組　浅間作業所
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